
平成27年11月₁日 第132号（3） かりや市議会だより

◆野田新町駅南口に駐輪場を整備したことにより、
　駅利用者の利便性が向上
◆市民とのワークショップ方式により公園整備の
　基本計画を作成（野田新町公園）
◆芝桜の開花時期にミササガパークフェスタを開
催し、ミササガパークの魅力を発信

◆見本市等に出展する中小企業者に対して出展費
　用の一部を補助し、市場開拓や販路拡大を支援
◆技能五輪・アビリンピック全国大会の開催市と
して、全国から集まった高校生や青年技術者に
「ものづくりのまち刈谷」を発信

◆ウェーブスタジアム刈谷の電光掲示盤をフルカ
　ラーＬＥＤ方式に更新

◆プラネタリウム投影機器を更新するとともに、
　中央児童館を科学体験館としてリニューアル
◆小垣江東小学校に肢体不自由に特化した特別支
　援学校を併設するための基本設計を実施
◆刈谷南中学校、依佐美中学校の大規模改修工事
　を実施し、生徒の教育環境を改善
◆市内全中学校の代表生徒が被災地（宮城県石巻
　市）を訪問し、ボランティア活動や交流活動を
　実施
◆刈谷の歴史資料や文化財を適切に保存・管理す
　る歴史博物館を建設するため、基本設計を実施
◆刈谷偉人伝６作目となる「徳川家康の生母・於
　大」等を作成し、市内外に本市の歴史文化を発
　信

◆子ども・子育て会議を開催し、子ども・子育て
　支援事業計画を策定
◆富士松南保育園の新園舎を建築し、子どもの保
　育環境を改善

◆幼稚園全園の保育室（128部屋）に冷暖房設備
　を整備するため、空調機器設置の設計を実施
◆迅速・円滑な避難行動に結び付けるため、電柱
　に避難所への誘導表示板を設置
◆防犯カメラ等を設置することにより、犯罪抑止
　力を高め地域の安全を確保

◆「かつなりくん」ナンバープレートを交付して
　刈谷をＰＲ
◆一般旅券の申請受付及び交付業務を市役所で開
　始したことで、市民の利便性が向上
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４
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会
会
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の
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つ
い
て
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国
の
私
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成
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す
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・
愛
知
県
の
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学
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成
の
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と
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充
に
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す
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意
見
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・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

　
持
及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

ミササガパークフェスタに10,200人が来園

市内企業の選手が躍動！！
技能五輪刈谷会場等に21,000人が来場 全₆作となった刈谷偉人伝

市役所窓口でパスポートの交付が可能に
初年度の交付件数は4,513件

全国聾学校陸上競技大会等での選手紹介等に活用へ

平成27年３月に開園した新園舎（富士松南保育園）

都市環境分野・・・
都市と自然が織りなす住みよいまちづくり

教育文化分野・・・
生きる力を育み生きる喜びを実感できるまちづくり

福祉安全分野・・・
支えあいみんなが元気で安心して暮らせるまちづくり

計画推進分野・・・
市民と行政の信頼と協働で築くまちづくり

産業振興分野・・・
人と技術で賑わいを創り笑顔で働き続けられるまちづくり
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監
査
委
員
の
意
見
︹
要
旨
〙

決
算
審
査
特
別
委
員
会

審
査
の
あ
ら
ま
し

本
会
議
で
の
説
明
後
、

議
員
選
出
の
監
査
委
員

（
黒
川
智
明
議
員
）
を
除

く
全
議
員
で
構
成
す
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
企
画
総
務
、

福
祉
経
済
、
建
設
水
道
、

文
教
の
４
分
科
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
分
科
会
で
は

監
査
委
員
出
席
の
も
と
、

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

24
日
の
決
算
審
査
特
別

委
員
会
で
は
、
分
科
会
で
の
審
査
結

果
を
踏
ま
え
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て
討
論
が
あ
り
、
西
三
河
滞
納
整

理
機
構
に
徴
収
の
猶
予
の
審
査
を
含

め
て
丸
投
げ
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る

こ
と
、
あ
お
ば
保
育
園
と
お
が
き
え

保
育
園
は
指
定
管
理
者
制
度
で
は
な

く
、
市
が
運
営
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
が
さ
れ
た
保

険
料
徴
収
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

の
理
由
か
ら
反
対
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
が
、
起
立
採
決
し
ま
し
た
結

果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と

お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。そ

の
ほ
か
の
決
算
議
案
に
つ
い
て

は
、
反
対
意
見
は
な
く
原
案
の
と
お

り
認
定
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

（
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
項
目
）

■
企
画
総
務
分
科
会

外
部
機
関
派
遣
研
修
の
実
績
と
女

性
職
員
の
研
修
機
会
の
増
加
策
、
防

犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
電
気
料
及
び

修
繕
料
の
削
減
効
果
、
ま
ち
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
登
録
制
度
の
登

録
者
数
と
活
動
内
容
、
市
庁
舎
の
光

熱
水
費
節
約
の
取
り
組
み

■
福
祉
経
済
分
科
会

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
促

進
事
業
の
概
要
、
刈
谷
生
き
が
い
楽

農
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
成
果
、
オ
ア

シ
ス
館
刈
谷
の
来
場
者
数
増
加
の
要

因
と
今
後
の
取
り
組
み

■
建
設
水
道
分
科
会

雨
量
観
測
シ
ス
テ
ム
新
設
と
そ
の

効
果
、
Ｊ
Ｒ
逢
妻
駅
舎
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
と
ト
イ
レ
整
備
、
下
水
道
の

普
及
率
と
水
洗
化
率
の
状
況
、
給
水

収
益
の
推
移

■
文
教
分
科
会

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談

実
績
と
そ
の
対
応
、
歴
史
博
物
館
建

設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
東
吉
野
村
文
化

交
流
（
小
学
校
）
の
実
績
と
今
後
の

予
定
、
市
民
休
暇
村
の
利
用
促
進
策
、

小
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
の
実
施

効
果

主
な
議
案
９
月定例

会

　
今
回
は
、
平
成
26
年
度
決
算
の
認
定
と
刈
谷
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。

　
質
疑
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
た
各
委
員
会
の
委
員
長
報
告

を
中
心
に
、
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

代表監査委員による意見陳述

平成26年度決算を認定
　一般会計で歳入が歳出を64億円上回る

＝
一
般
会
計
・
特
別
会
計
＝

　
平
成
26
年
度
の
決
算
状
況
は
財
政
指
標
面
か
ら
も
良
好
な
も
の
と
判
断
さ
れ

た
。
今
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
自
動
車
関
連
産
業
の
業
績
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
根
幹
を
な
す
市

税
収
入
は
回
復
基
調
に
あ
る
が
、
平
成
27
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
消
費
税

率
引
き
上
げ
の
先
送
り
へ
の
影
響
や
、
法
人
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
が
さ
ら
に

進
む
と
推
測
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
歳
入
の
見
込
み
を
楽
観
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
歳
入
の
見
通
し
が
な
お
不
透
明
な
中
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
人

口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
定
住
人
口
獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
少
子
化
対

策
の
た
め
の
子
育
て
支
援
の
充
実
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想
定
に
対
応
す
る
防
災
へ
の
取
り
組
み
は
急
務
と
な
っ
て

い
る
。
市
民
の
安
心
・
安
全
に
関
す
る
先
送
り
で
き
な
い
事
業
や
社
会
保
障
関

連
経
費
は
今
後
間
違
い
な
く
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
事
業
の
予

算
化
・
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
の
必
要
性
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
、
計

画
的
な
事
業
遂
行
に
努
め
、
今
後
も
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
本
市
は
、
本
年
で
市
制
施
行
65
周
年
を
迎
え
る
。
現
在
の
本
市
の
発
展
は
、

多
く
の
先
人
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
そ
の
功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
将

来
都
市
像
で
あ
る
「
人
が
輝
く
安
心
快
適
な
産
業
文
化
都
市
」
の
実
現
に
向
け

て
自
立
性
を
充
分
に
発
揮
し
、
本
市
が
よ
り
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
財
政
状
況
を
財
政
指
標
で
み
る
と
、

財
政
力
指
数
は
０
．
05
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
、
１
．
29
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
２
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
、
72
．
８
％
、
公
債
費
比
率
は

０
．
９
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
１
．
４
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
３
つ
の
指
標
は
、
財
政
運
営
上

に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
良
好
と
判
断
さ

れ
る
水
準
に
あ
る
。

＝
水
道
事
業
会
計
＝

　
平
成
26
年
度
の
純
利
益
は
２
億
８
，
９
４
７
万
９
千
円
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
企
業
活
動
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
利
益
の
蓄
積
を
示
す
利
益
剰
余
金
は
54
億

７
，
５
７
８
万
６
千
円
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
事
業
開
始
か
ら
50
年
余
が
経
過

し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
に
基
幹
管
路
の
耐
震
化
の
更

な
る
推
進
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
業
運
営
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
を

着
実
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
、
よ
り
効
率
的
な
財
務
運
営
に
努

力
さ
れ
た
い
。

　
貸
借
対
照
表
か
ら
主
要
な
経
営
指
標
を
み
る
と
、
構
成
比
率
の
う
ち
財
務
状

態
の
安
全
性
を
示
す
自
己
資
本
構
成
比
率
は
89
．
９
％
で
引
き
続
き
良
好
な
水

準
に
あ
る
。
ま
た
、
短
期
債
務
に
対
す
る
支
払
い
能
力
を
示
す
流
動
比
率
は
、

５
９
４
．
８
％
で
、
理
想
と
さ
れ
る
２
０
０
％
以
上
で
あ
り
、
固
定
資
産
が
自

己
資
本
に
よ
り
ど
の
程
度
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
か
を
み
る
固
定
比
率
に
つ
い
て

も
、
86
．
４
％
と
、
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
１
０
０
％
以
下
で
あ
る
。
こ
の
３
つ

の
指
標
は
、
良
好
に
推
移
し
て
お
り
、
健
全
経
営
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
今
後
も
企
業
経
営
と
し
て
の
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
、
安
心
で
安
全
な

お
い
し
い
水
が
将
来
に
わ
た
り
供
給
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

財政力指数
指数

（年度）

※財政力指数…自治体の財政の強弱を測る方法
　”１”を超えるほど財政が健全である
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一般会計の内訳    （前決算年度対比）

〈商工費などの内訳〉
・商工費、農林水産業費、労働費、災害復旧費、諸支
　出金、予備費
（注）それぞれの数字は四捨五入してそろえたため、総額や
　　　割合に一致していない場合があります。

〈国・県からの支出金などの内訳〉国庫支出金、県支出金、地
方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割
交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例
交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金

〈分担金、負担金などの内訳〉分担金及び負担金、使用料及び
手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金

民生費
175億2,200万円
33.5%（17.5％増）

市民税など
374億1,900万円
63.8%（7.1％増）

国・県からの
支出金など
108億7,100万円
18.5%（8.0％増）

分担金・負担金など
80億8,700万円
13.8%（9.6％減）

給食費などの諸収入
22億4,500万円
3.8%（1.9％増）

土木費
88億2,700万円
16.9%（7.6％増）教育費

73億2,900万円
14.0%（0.9％増）

総務費
63億700万円
12.1%（25.3％減）

衛生費
49億3,800万円
9.5%（3.6％増）

公債費
35億4,800万円
6.8%（2.5％減）

商工費など
18億1,700万円
3.5%（6.1％増）

消防費
15億2,500万円
2.9%（10.5％増）

議会費
4億1,700万円
0.8%（2.8％増）

歳　出
522億3,000万円

市民税など市民税など市民税など
374億1,900万円374億1,900万円374億1,900万円374億1,900万円
63.8%（7.1％増）63.8%（7.1％増）63.8%（7.1％増）63.8%（7.1％増）

108億7,100万円
18.5%（8.0％増）18.5%（8.0％増）18.5%（8.0％増）

歳　入
586億2,200万円

会計名 歳　入
（前決算年度対比）

歳　　出
（前決算年度対比）

形式収支
（歳入歳出差引額）

一般会計 ₅₈₆億₂︐₂₀₀万円
⎝⧻₄．₁㌫⎠

₅₂₂億₃︐₀₀₀万円
⎝⧻₃．₀㌫⎠ ₆₃億₉︐₂₀₀万円

特別会計
合 計 額

₂₆₉億₇︐₀₀₀万円
⎝⧻₄．₃㌫⎠

₂₄₀億₄︐₅₀₀万円
⎝⧻₂．₆㌫⎠ ₂₉億₂︐₅₀₀万円

水道事業
会 計

₂₉億₉₀₀万円
⎝⧻₁₁．₆㌫⎠

₂₅億₇︐₀₀₀万円
⎝⧻₃．₁㌫⎠ ₃億₃︐₉₀₀万円

各会計の
合 計 額

₈₈₅億₁₀₀万円
⎝⧻₄．₄㌫⎠

₇₈₈億₄︐₅₀₀万円
⎝⧻₂．₉㌫⎠

特別会計内訳 歳　　入 歳　　出

区画整理事業合計 ₄億₈︐₉₀₀万円 ₃億₅︐₃₀₀万円

下 水 道 事 業 ₅₇億₄︐₅₀₀万円 ₄₅億₄︐₉₀₀万円

国 民 健 康 保 険 ₁₂₆億₉︐₀₀₀万円 ₁₁₂億₈︐₈₀₀万円

後期高齢者医療 ₁₃億₉︐₄₀₀万円 13億9,200万円

介 護 保 険 ₆₆億₅︐₂₀₀万円 64億6,400万円

各会計別の決算額


